
政
令
第

号

景
観
法
施
行
令

内
閣
は
、
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
七
条
第
四
項
、
第
八
条
第
二
項
第
五
号
ロ
及
び
ホ
、
第
三
項
並
び
に

第
八
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
六
条
第
七
項
第
一
号
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
、
第
十
七
条
第
三
項
、
第
十
八
条
第
一
項

、
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
十
四
条
第
三
項
（
同
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

、
第
三
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
八
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
九
十
三
条
第
四
号
並
び
に
同
法
第
五
十
五
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
十
三
条
第
一
項
前
段
及
び
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
公
共
施
設
）

第
一
条

景
観
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
は
、
下
水
道
、
緑

地
、
運
河
及
び
水
路
並
び
に
防
水
又
は
防
砂
の
施
設
と
す
る
。

（
特
定
公
共
施
設
）

第
二
条

法
第
八
条
第
二
項
第
五
号
ロ
の
政
令
で
定
め
る
公
共
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。



一

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
に
よ
る
土
地
改
良
事
業
に
係
る
土
地
改
良
施
設

二

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
に
よ
る
下
水
道

三

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
に
よ
る
保
安
施
設
事
業
に
係
る
施
設

四

都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
に
よ
る
市
民
緑
地
契
約
に
係
る
市
民
緑
地

五

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
に
よ
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
（
国
若
し
く
は
地

方
公
共
団
体
又
は
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
河
川
管
理
者
が
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
も
の
に
限
る
。
）

六

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
に
よ
る
砂
防
設
備

七

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
に
よ
る
地
す
べ
り
防
止
施
設
及
び
ぼ
た
山
崩
壊
防
止
施
設
（

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
も
の
に
限
る
。
）

八

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
に
よ
る
急
傾
斜
地
崩
壊

防
止
施
設
（
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）

九

皇
居
外
苑
、
京
都
御
苑
及
び
新
宿
御
苑

（
自
然
公
園
法
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
基
準
で
景
観
計
画
に
定
め
る
も
の
）



第
三
条

法
第
八
条
第
二
項
第
五
号
ホ
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第

十
三
条
第
三
項
第
一
号
、
第
六
号
及
び
第
十
二
号
（
同
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
三
条
第
三

項
第
一
号
及
び
第
六
号
）
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

（
景
観
計
画
に
お
い
て
条
例
で
届
出
を
要
す
る
行
為
を
定
め
る
も
の
と
す
る
場
合
の
基
準
）

第
四
条

法
第
八
条
第
三
項
第
一
号
の
届
出
を
要
す
る
行
為
に
係
る
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、
当
該
景
観
計
画
区
域
に
お
け
る
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

一

土
地
の
開
墾
、
土
石
の
採
取
、
鉱
物
の
掘
採
そ
の
他
の
土
地
の
形
質
の
変
更

二

木
竹
の
植
栽
又
は
伐
採

三

さ
ん
ご
の
採
取

四

屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄
物
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
再
生
資
源
（
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
再
生
資
源
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
の
物
件
の



堆
積

た
い

五

水
面
の
埋
立
て
又
は
干
拓

六

夜
間
に
お
い
て
公
衆
の
観
覧
に
供
す
る
た
め
、
一
定
の
期
間
継
続
し
て
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
又
は
物
件
（
屋
外
に

あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
外
観
に
つ
い
て
行
う
照
明
（
以
下
「
特
定
照
明
」
と
い
う
。
）

七

火
入
れ

（
景
観
計
画
に
お
い
て
建
築
物
の
形
態
意
匠
等
の
制
限
を
定
め
る
場
合
の
基
準
）

第
五
条

法
第
八
条
第
三
項
第
二
号
の
制
限
に
係
る
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

建
築
物
の
建
築
等
（
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
工
作
物
（
建
築

物
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
建
設
等
（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
建
設
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
制
限
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
に
よ
る
こ
と
。

イ

建
築
物
又
は
工
作
物
の
形
態
意
匠
の
制
限
は
、
建
築
物
又
は
工
作
物
が
一
体
と
し
て
地
域
の
個
性
及
び
特
色
の
伸
長

に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
定
め
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
制
限
は
、
建
築
物
又
は
工
作
物
の
利
用
を

不
当
に
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
定
め
る
こ
と
。



ロ

建
築
物
若
し
く
は
工
作
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
若
し
く
は
最
低
限
度
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
若
し
く
は
建
築
物
の

敷
地
面
積
の
最
低
限
度
は
、
建
築
物
又
は
工
作
物
の
高
さ
、
位
置
及
び
規
模
が
一
体
と
し
て
地
域
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
と
な
る
よ
う
に
定
め
る
こ
と
。

二

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
開
発
行
為
の
制
限
は
、
開
発
行
為
後
の

地
貌
が
地
域
の
景
観
と
著
し
く
不
調
和
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
切
土
若
し
く
は
盛
土
に
よ
っ
て
生
じ
る
法
の
高
さ
の
最
高

ぼ
う

の
り

限
度
、
開
発
区
域
内
に
お
い
て
予
定
さ
れ
る
建
築
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
又
は
木
竹
の
保
全
若
し
く
は
適
切
な
植
栽

が
行
わ
れ
る
土
地
の
面
積
の
最
低
限
度
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

三

法
第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
行
為
の
制
限
は
、
当
該
行
為
後
の
状
況
が
地
域
の
景
観
と
著
し
く
不
調
和
と
な

ら
な
い
よ
う
に
、
制
限
す
る
行
為
ご
と
に
必
要
な
行
為
の
方
法
又
は
態
様
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

（
景
観
計
画
が
適
合
す
べ
き
公
共
施
設
の
整
備
又
は
管
理
に
関
す
る
方
針
又
は
計
画
）

第
六
条

法
第
八
条
第
八
項
の
政
令
で
定
め
る
公
共
施
設
の
整
備
又
は
管
理
に
関
す
る
方
針
又
は
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
の
三
若
し
く
は
第
七
条
の
三
第
一
項
の
認
可
に
係
る



工
事
実
施
計
画
書
、
同
法
第
三
条
第
一
項
、
第
七
条
の
十
二
第
一
項
若
し
く
は
第
八
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
工
事
の
区

間
及
び
工
事
方
法
又
は
同
法
第
七
条
の
十
四
第
一
項
の
許
可
に
係
る
工
事
実
施
計
画

二

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
共
同
溝
整
備
計
画

三

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
の
特
定
交

通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
実
施
計
画

四

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
認
可
に
係
る
工
事
実
施
計
画

五

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
五
条
第
二
項
の
電
線
共
同
溝
整
備

計
画

六

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
河
川
整
備
計
画

七

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
条
の
三
第
一
項
の
海
岸
保
全
基
本
計
画
又
は
同
法
第
十
三
条
第
二
項

の
協
議
に
係
る
海
岸
保
全
施
設
に
関
す
る
工
事
の
設
計
及
び
実
施
計
画

八

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
条
の
三
第
一
項
の
港
湾
計
画

九

国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
三
十
二



条
第
一
項
の
埠
頭
保
安
規
程
又
は
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
埠
頭
保
安
規
程
に
相
当
す
る
規
程

ふ

ふ

十

漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
九

条
の
三
第
一
項
の
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
又
は
同
法
第
二
十
六
条
の
漁
港
管
理
規
程

十
一

自
然
公
園
法
第
七
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
公
園
計
画

十
二

土
地
改
良
法
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
九
十
五
条
第
一
項
の
認
可
若
し
く
は
同
法
第
九
十
六
条
の
二
第
一
項
の
同

意
に
係
る
土
地
改
良
事
業
計
画
又
は
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
の
土
地
改
良
事
業
計

画
十
三

下
水
道
法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
十
五
条
の
三
第
一
項
の
認
可
に
係
る
事
業
計
画

十
四

森
林
法
第
五
条
第
一
項
の
地
域
森
林
計
画
又
は
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
森
林
計
画

十
五

都
市
緑
地
法
第
四
条
第
一
項
の
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
基
本
計
画

十
六

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
第
四
条
第
一
項
の
流
域
水
害
対
策
計
画

十
七

地
す
べ
り
等
防
止
法
第
九
条
の
地
す
べ
り
防
止
工
事
に
関
す
る
基
本
計
画
又
は
同
法
第
十
一
条
第
二
項
の
協
議
に
係

る
地
す
べ
り
防
止
工
事
に
関
す
る
設
計
及
び
実
施
計
画



（
景
観
計
画
の
提
案
に
係
る
一
団
の
土
地
の
区
域
の
規
模
）

第
七
条

法
第
十
一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
は
、
〇
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
土
地
の
区
域
に
お
い
て
一
体
と
し
て
行
わ
れ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
の
促
進
の
た
め
の
住
民
の
活
動
及
び
法
第
十
一

条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
の
他
良
好
な
景
観
の
形
成
の
促
進
の
た
め
の
活
動
を
行
う
者
の
活
動
の
現

況
及
び
将
来
の
見
通
し
を
勘
案
し
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
景
観
行
政
団
体
は
、
条
例
で
、
区
域
を

限
り
、
〇
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
〇
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
範
囲
内
で
、
そ
の
規
模
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
届
出
を
要
し
な
い
景
観
計
画
区
域
内
に
お
け
る
通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
）

第
八
条

法
第
十
六
条
第
七
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一

地
下
に
設
け
る
建
築
物
の
建
築
等
又
は
工
作
物
の
建
設
等

二

仮
設
の
工
作
物
の
建
設
等

三

次
に
掲
げ
る
木
竹
の
伐
採

イ

除
伐
、
間
伐
、
整
枝
そ
の
他
木
竹
の
保
育
の
た
め
に
通
常
行
わ
れ
る
木
竹
の
伐
採

ロ

枯
損
し
た
木
竹
又
は
危
険
な
木
竹
の
伐
採



ハ

自
家
の
生
活
の
用
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な
木
竹
の
伐
採

ニ

仮
植
し
た
木
竹
の
伐
採

ホ

測
量
、
実
地
調
査
又
は
施
設
の
保
守
の
支
障
と
な
る
木
竹
の
伐
採

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
行
為

イ

法
令
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
処
分
に
よ
る
義
務
の
履
行
と
し
て
行
う
行
為

ロ

建
築
物
の
存
す
る
敷
地
内
で
行
う
行
為
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

建
築
物
の
建
築
等

(1)

工
作
物
（
当
該
敷
地
に
存
す
る
建
築
物
に
附
属
す
る
物
干
場
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
工
作
物
を
除
く

(2)
。
）
の
建
設
等

木
竹
の
伐
採

(3)

屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄
物
、
再
生
資
源
そ
の
他
の
物
件
の
堆
積
（
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
高
さ
の
も
の
を

た
い

(4)
除
く
。
）

特
定
照
明

(5)



ハ

農
業
、
林
業
又
は
漁
業
を
営
む
た
め
に
行
う
行
為
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

建
築
物
の
建
築
等

(1)

高
さ
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
貯
水
槽
、
飼
料
貯
蔵
タ
ン
ク
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
の
建
設
等

(2)

用
排
水
施
設
（
幅
員
が
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
用
排
水
路
を
除
く
。
）
又
は
幅
員
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
農
道
若

(3)
し
く
は
林
道
の
設
置

土
地
の
開
墾

(4)

森
林
の
皆
伐

(5)

水
面
の
埋
立
て
又
は
干
拓

(6)

（
届
出
を
要
し
な
い
地
区
計
画
等
の
区
域
内
で
行
う
行
為
）

第
九
条

法
第
十
六
条
第
七
項
第
十
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
法
第
八
条
第
三
項
第
二
号
の
制
限
で
景
観
計
画
に
定
め
ら

れ
た
も
の
の
す
べ
て
が
法
第
十
六
条
第
七
項
第
十
号
の
地
区
整
備
計
画
、
特
定
建
築
物
地
区
整
備
計
画
、
防
災
街
区
整
備
地

区
整
備
計
画
、
沿
道
地
区
整
備
計
画
又
は
集
落
地
区
整
備
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
同
号
の
地
区
計

画
等
の
区
域
内
で
行
う
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
、
建
築
物
の
新
築
、
改
築
若
し
く
は
増
築
、
工
作
物
の
新
設
、
改
築
若
し



く
は
増
築
又
は
建
築
物
若
し
く
は
工
作
物
の
形
態
意
匠
の
変
更
と
す
る
。

（
届
出
を
要
し
な
い
そ
の
他
の
行
為
）

第
十
条

法
第
十
六
条
第
七
項
第
十
一
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
十
条
第
一
項
の
許
可
若

し
く
は
同
法
第
五
十
六
条
の
十
三
第
一
項
の
届
出
に
係
る
行
為
、
同
法
第
九
十
条
第
一
項
の
通
知
に
係
る
同
項
第
六
号
の

行
為
若
し
く
は
同
法
第
九
十
一
条
第
一
項
の
同
意
に
係
る
同
項
第
一
号
の
行
為
又
は
文
化
財
保
護
法
施
行
令
（
昭
和
五
十

年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
）
第
四
条
第
二
項
の
許
可
若
し
く
は
同
条
第
五
項
の
協
議
に
係
る
行
為

二

屋
外
広
告
物
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
四
条
又
は
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
適
合

す
る
屋
外
広
告
物
の
表
示
又
は
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
物
件
の
設
置

（
変
更
命
令
等
に
お
い
て
そ
の
履
行
に
支
障
の
な
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
形
態
意
匠
に
係
る
義
務
を
定
め
て
い
る

他
の
法
令
の
規
定
）

第
十
一
条

法
第
十
七
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
他
の
法
令
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
及
び
こ
れ
ら
の
規
定
に

基
づ
く
命
令
の
規
定
で
建
築
物
若
し
く
は
工
作
物
又
は
こ
れ
ら
の
部
分
の
形
態
意
匠
に
係
る
も
の
と
す
る
。



一

軌
道
法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
十
四
条

二

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
条
第
四
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項

三

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第
三
項

四

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
六
十
八
条
第
五
項
（
同
法
第
七
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

五

高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項

六

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第
五
十
一
条
第
一
項
、
第
二
項
（

同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
及

び
第
二
項

七

有
線
電
気
通
信
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
五
条
（
同
法
第
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）

八

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
七
条

第
一
項
、
第
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条



（
届
出
後
に
お
け
る
行
為
着
手
の
制
限
の
例
外
と
な
る
工
事
）

第
十
二
条

法
第
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
工
事
は
、
根
切
り
工
事
、
山
留
め
工
事
、
ウ
ェ
ル
工
事
、
ケ
ー
ソ
ン
工
事

そ
の
他
基
礎
工
事
と
す
る
。

（
許
可
を
要
し
な
い
景
観
重
要
建
造
物
に
係
る
通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
）

第
十
三
条

法
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一

地
下
に
設
け
る
建
造
物
の
増
築
、
改
築
、
移
転
又
は
除
却

二

法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
管
理
の
方
法
の
基
準
に
適
合
す
る
行
為

三

管
理
協
定
に
基
づ
く
行
為

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
令
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
処
分
に
よ
る
義
務
の
履
行
と
し
て
行
う
行
為

（
収
用
委
員
会
の
裁
決
の
申
請
手
続
）

第
十
四
条

法
第
二
十
四
条
第
三
項
（
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
土
地
収

用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国

土
交
通
省
令
（
都
市
計
画
区
域
外
の
景
観
重
要
樹
木
の
所
有
者
の
損
失
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
令
・
農
林
水
産
省
令
）



で
定
め
る
様
式
に
従
い
、
同
条
第
三
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
裁
決
申
請
書
を
収
用
委
員

会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
を
要
し
な
い
景
観
重
要
樹
木
に
係
る
通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
）

第
十
五
条

法
第
三
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
樹
木
の
伐
採

イ

枝
打
ち
、
整
枝
そ
の
他
樹
木
の
保
育
の
た
め
に
通
常
行
わ
れ
る
樹
木
の
伐
採

ロ

危
険
な
樹
木
の
伐
採

二

法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
管
理
の
方
法
の
基
準
に
適
合
す
る
行
為

三

管
理
協
定
に
基
づ
く
行
為

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
令
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
処
分
に
よ
る
義
務
の
履
行
と
し
て
行
う
行
為

（
景
観
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
）

第
十
六
条

市
町
村
は
、
法
第
五
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
一

項
前
段
の
規
定
に
よ
り
景
観
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
し



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
協
議
等
を
要
し
な
い
景
観
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
十
七
条

景
観
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
の
う
ち
法
第
五
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
農
業
振
興
地
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
地
域
の
名
称
の
変
更
又
は
地
番
の
変
更
に
伴
う
変

更
と
す
る
。

（
景
観
協
定
の
締
結
か
ら
除
外
さ
れ
る
土
地
）

第
十
八
条

法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
土
地
は
、
公
共
施
設
の
用
に
供
す
る
土
地
と
す
る
。

（
景
観
整
備
機
構
の
業
務
と
し
て
取
得
、
管
理
及
び
譲
渡
を
行
う
土
地
）

第
十
九
条

法
第
九
十
三
条
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
土
地
は
、
次
に
掲
げ
る
土
地
と
す
る
。

一

景
観
重
要
建
造
物
と
一
体
と
な
っ
て
良
好
な
景
観
を
形
成
す
る
広
場
そ
の
他
の
公
共
施
設
に
関
す
る
事
業
の
用
に
供
す

る
土
地

二

景
観
計
画
に
定
め
ら
れ
た
景
観
重
要
公
共
施
設
に
関
す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
土
地

三

前
二
号
に
規
定
す
る
事
業
に
係
る
代
替
地
の
用
に
供
す
る
土
地



附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
十
二
月
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
形
態
意
匠
に
係
る
義
務
を
定
め
て
い
る
他
の
法
令
の
規
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

法
第
十
七
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
他
の
法
令
の
規
定
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
十
一
条

に
規
定
す
る
規
定
の
ほ
か
、
鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
第
三
十
条
（
同
法
第
四
条
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
で
建
築
物
若
し
く
は
工
作
物
又
は
こ
れ
ら
の
部
分
の
形
態
意
匠
に
係
る
も
の
と
す

る
。



理

由

景
観
法
の
施
行
に
伴
い
、
公
共
施
設
、
景
観
計
画
に
お
い
て
条
例
で
届
出
を
要
す
る
行
為
を
定
め
る
も
の
と
す
る
場
合
の
基

準
、
景
観
計
画
に
お
い
て
建
築
物
の
形
態
意
匠
等
の
制
限
を
定
め
る
場
合
の
基
準
、
届
出
を
要
し
な
い
景
観
計
画
区
域
内
に
お

け
る
通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


